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Ｘ（旧twitter）

皆様の「いいね！」お待ちしております

Facebook

Instagram

JA通信

November

11
2023

今月の表紙・・・
リンゴ詰め放題！！

　11月３日に行われた平鹿りんご味覚まつりでは、
りんご部会や平鹿営農センターが協賛し旬のリン
ゴや野菜などをＰＲ・販売しました。その中でも
リンゴの詰め放題では準備した約３ｔのリンゴが
１時間半程度で完売しました。

目次
02	 ふるさと葬祭アグレムからのお知らせ

04	 第146回
	 秋田県種苗交換会特集
07	 営農ワンポイントアドバイス

08	 ニュース＆トピックス

10	 令和５年度秋季座談会特集

14	 令和５年産米穀共同計算の
	 経費項目別目標水準の開示について

17	 金融情報

18	 推しれしぴ
	 ― 午後のりんご春巻き ―

19	 介護員日記

20	 バラエティコーナー

22	 インフォメーション

24	 ふるさとの民話
	 ＪＡの概況　編集後記

▲リンゴのもぎ取り体験も行われた

▲袋からあふれそうになるリンゴ

▲野菜の販売

▲こども達にも大人気
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【特集】【特集】
秋田の大地に集う秋田の大地に集う

一流の一流の

会期：11月２日から11月６日
会場：秋田県潟上市

第146回目の今年は

「潟上から
聖農の思い
未来へつなげ」

をキャッチフレーズに
先人に学び　農業の未来をひらく

農
業
の
持
続
力
向
上
を
目
指
し

先
人
が
築
い
た
農
業
交
流

　

潟
上
市
で
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
主
会
場
と
な
る
天
王
総
合

体
育
館
前
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
や
、
第
３
会
場
の
か
た
り
あ
ん
で

「
新
穀
感
謝
農
民
祭
並
び
に
開
会
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
際
し
、
会
頭
の
小
松
忠
彦
Ｊ

Ａ
秋
田
中
央
会
会
長
が
、「
本
年
７
月

に
は
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
県
中
央

部
を
中
心
と
し
た
大
雨
被
害
や
、
８
月

の
平
均
気
温
が
観
測
開
始
以
来
最
も
高

く
な
る
な
ど
大
変
厳
し
い
条
件
下
で

あ
っ
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

生
産
者
の
皆
様
の
懸
命
な
努
力
に
よ

り
、
本
年
も
秀
で
た
農
作
物
を
出
品
頂

い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
と

式
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

　

鈴
木
雄
大
市
長
は
「
種
苗
交
換
会
創

設
に
携
わ
っ
た
農
業
指
導
者
で
あ
る
石

川
理
紀
之
介
翁
の
地
元
、
潟
上
市
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
い
に
意
義
深
く

感
じ
る
。
先
人
が
築
か
れ
た
農
業
技
術

の
交
流
場
で
あ
る
談
話
会
や
農
産
物
出

品
展
示
、
恒
例
協
賛
行
事
の
ほ
か
、
市

内
観
光
な
ど
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

農
産
物
出
品
展
示
８
部
門
に

計
１
０
０
９
点
が
全
県
か
ら
集
結

　

難
し
い
気
象
条
件
の
中
、
今
年
も
生

産
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
自
慢
の
作

物
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
①
水
稲
43
点
、
②
畑
作
物
・

工
芸
作
物
92
点
、
③
果
樹
１
５
７
点
、

④
野
菜
３
６
０
点
、
⑤
花
き
２
０
０
点
、

⑥
農
林
園
芸
加
工
品
72
点
、⑦
畜
産
品
・

飼
料
32
点
、
⑧
林
産
品
53
点
と
な
り
ま

し
た
。

「
食
」と「
農
」を
堪
能

賑
わ
っ
た
５
日
間

　

主
会
場
天
王
総
合
体
育
館
で
は
農
産

物
出
品
展
示
や
農
業
関
連
展
示
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
別
協
賛
会
場
の
道
の
駅
し
ょ
う
わ

で
は
、
本
県
農
業
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
す
る
種
苗
交
換
会
の
創
設
に
携
わ
っ

た
農
業
指
導
者
「
石
川
理
紀
之
助
」
翁

の
立
像
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
協
賛
第
２

会
場
の
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
食
堂
な
ど
各
種
物
産
販
売
展
が
行

わ
れ
大
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

潟
上
市
役
所
で
11
月
３
日
に
行
わ
れ

た
談
話
会
で
は
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
の

展
開
方
向
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
情
報

通
信
な
ど
の
先
進
技
術
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

①道の駅しょうわに建立された聖農
石川理紀之助翁立像（十文字町出身
皆川嘉博氏制作）　②今回の種苗交
換会シンボルマーク　③食農教育の
一環で潟上市天王小学校６年生の児
童たちが地元の農産物でシンボル
マークを作成　④新穀感謝農民祭並
び開会式　⑤オープニングセレモ
ニーでの小松会頭のあいさつ　⑥歓
迎のあいさつを述べる鈴木市長　
⑦主会場の天王総合体育館には県内
農家の自慢の農産物が一堂に会した　
⑧ＪＡ女性部食堂は人気のコーナー　
⑨農業機械化ショーの様子　

秋田県種苗交換会
第146回

主催：秋田県農業協同組合中央会
協賛：潟上市協賛
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【農産物出品　審査結果】 ※敬称略。
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【特集】【特集】
秋田の大地に集う秋田の大地に集う

一流の一流の

秋田県種苗交換会
第146回

 

秋
田
県
知
事
賞
・
１
等
賞 

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

「
秋
田
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞
」

　

◆
イ
ネ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
・
つ
き
こ
と
か

	

（
農
）
十
二
牲
担
い
手
生
産
組
合　

代
表
理
事　

本
間　

恒　

（
金　

沢
）
…
①

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

　

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号	

佐
藤　

宏
和
（
雄
物
川
）
…
②

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

　

◆
ネ
ギ
・
大
河
の
轟
き	

尾
久　

友
洋
（
平　

鹿
）
…
③

「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

　

◆
ぶ
ど
う
・
ピ
オ
ー
ネ	

鈴
木　

三
郎
（
横　

手
）
…
④

「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

　

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号	

藤
田　

勉　

（
雄
物
川
）
…
⑤

「
秋
田
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞
」

　

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ	

佐
藤　

秀
昭
（
平　

鹿
）
…
⑥

「
全
国
た
ば
こ
耕
作
組
合
中
央
会
会
長
賞
」

「
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
組
合
長
賞
」

　

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種	

加
藤　

弥　

（
大　

森
）
…
⑦

　

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト	

鈴
木　

靖
之
（
横　

手
）
…
⑧

　

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂	

照
井　

正
栄
（
山　

内
）
…
⑨



【農産物出品　審査結果】 ※敬称略。（　）は地区名

 
２
等
賞 

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

	

安
藤　

正
士　
（
大　

雄
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

	
土
田　

善
之　
（
横　

手
）

◆
り
ん
ご
・
王
林

	

佐
藤　

秀
昭　
（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ぐ
ん
ま
名
月

	

織
田　

孝
太
郎（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

	

柿
﨑　

大
悟　
（
平　

鹿
）

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

	

小
川　

吉
一　
（
横　

手
）

◆
ぶ
ど
う
・
ピ
オ
ー
ネ

	

小
川　

吉
一　
（
横　

手
）

◆
瓶
詰
・わ
さ
び
入
り
い
ぶ
り
た
く
あ
ん
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

　
（
株
）Ａ
Ｔ
Ｓ 

秋
田
浅
舞
漬
物
職
人

　

代
表
取
締
役
会
長

	

佐
藤　

征
子　
（
平　

鹿
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

	

眞
田　

紘
美　
（
平　

鹿
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

	

田
代　

和
博　
（
山　

内
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
・
ジ
ャ
マ
イ
カ

	

佐
藤　

剛　
　
（
十
文
字
）

◆
小
ギ
ク
・
精
あ
さ
ず
み

	

渡
部　

賢
義　
（
十
文
字
）

◆
小
ギ
ク
・
精
あ
き
み
ず

	

佐
藤　

郁
夫　
（
十
文
字
）

◆
デ
ィ
ス
バッ
ド
マ
ム
・シ
ャ
ン
パ
ン
ア
プ
リ
コ
ッ
ト

	

菊
地　

美
里　
（
十
文
字
）

 

３
等
賞 

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種

	

甲
谷　

喜
美
雄（
山　

内
）

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種

	

土
場　

吉
蔵　
（
山　

内
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

	

土
田　

祐
輝　
（
横　

手
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

	

戸
巻　

利
美　
（
大　

雄
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

	

味
水　

憲
幸　
（
横　

手
）

◆
り
ん
ご
・
王
林

	

佐
藤　

和
也　
（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

	

柴
田　

博
之　
（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

	

田
中　

康　
　
（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

	

平
良
木　

亨　
（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

	
佐
藤　

謙
一　
（
平　

鹿
）

◆
ぶ
ど
う
・
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ

	

鈴
木　

貞
子　
（
横　

手
）

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

	

柴
田　

孝
一　
（
平　

鹿
）

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
	

髙
𣘺　

陽
悦　
（
横　

手
）

◆
漬
物
・
青
な
ん
ば
ん
味
噌

　
（
株
）Ａ
Ｔ
Ｓ 

秋
田
浅
舞
漬
物
職
人

　

代
表
取
締
役
会
長

	

佐
藤　

征
子
（
平　

鹿
）

◆
民
工
芸
品
・
俵
ぐ
つ　

大

	

森
田　

照
雄　
（
平　

鹿
）

◆
鶏
卵
・
至
福
の
た
ま
ご
黄
身
の
余
韻（
10
個
入
り
）

　

東
海
林
養
鶏
場

　
　

代
表　

東
海
林　

肇　
（
平　

鹿
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

　
（
農
）み
ず
ほ

　

代
表
理
事　

熊
谷　

賢　
（
横　

手
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

	

小
原　

丑
一　
（
山　

内
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
善
光
寺

	

照
井　

幸
男　
（
山　

内
）

◆
ネ
ギ
・
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー

	

東
海
林　

翔
太（
金　

沢
）

◆
ネ
ギ
・
緑
の
剣

	

藤
原　

崇　
　
（
十
文
字
）

◆
ピ
ー
マ
ン
・
京
ひ
か
り

　
（
農
）加
藤
農
園

　

代
表
理
事  

加
藤  

堅
之
助（
金　

沢
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
福
兵
衛

　
（
農
）館
合
フ
ァ
ー
ム

　
　

代
表　

小
西　

倉
之
助（
雄
物
川
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
福
兵
衛

	

佐
藤　

友
子　
（
雄
物
川
）

◆
ダ
リ
ア
・
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ
エ
モ

	

山
田　

智
光　
（
平　

鹿
）

◆
ダ
リ
ア
・
パ
ー
プ
ル
サ
フ
ァ
イ
ヤ

	

佐
々
木 

由
紀
子（
平　

鹿
）

◆
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
エ
レ
ス
ピ
ン
ク

	

渡
部　

賢
吾　
（
十
文
字
）

◆
ヒ
マ
ワ
リ
・
サ
ン
リ
ッ
チ
バ
レ
ン
シ
ア

	

永
沢　

公
規　
（
山　

内
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク・セ
イ
ヌ
ー
ボ
ラ
イ
ト
イ
エ
ロ
ー

	

菊
地　

忠
真　
（
十
文
字
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
・
イ
ン
ヤ
ン
ス
モ
ー
キ
ー

	

加
藤　

多
鶴
子（
十
文
字
）

◆
小
ギ
ク
・
精
し
の
の
め

	
菊
地　

裕
美　
（
十
文
字
）

◆
小
ギ
ク
・
精
し
の
の
め

	
土
谷　

忠
夫　
（
十
文
字
）

◆
小
ギ
ク
・
精
あ
き
ま
ゆ

	

丹　

貴
史　
　
（
十
文
字
）

【第42回秋田県産米品評会】 【第41回秋田県学校農園展受賞校】
「
優
秀
賞
」

◆
水
稲
う
る
ち
玄
米
・
サ
キ
ホ
コ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

辰
美
（
金
沢
）

「
最
優
秀
賞
」

「
秋
田
県
知
事
賞
」

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞
」

◆
横
手
市
立
大
雄
小
学
校　

大
雄
っ
こ
園
芸
部

「
優
秀
賞
」

◆
水
稲
う
る
ち
玄
米
・
サ
キ
ホ
コ
レ

　
　
　
　
　
　

村
田
楽
園
合
同
会
社
（
金
沢
）

66JA通信JA通信 2023.2023.1111



【園芸指導
】

【指導員】　園芸課　小棚木　佑亮

【
①
散
布
時
期
】

　

堆
肥
を
土
と
馴
染
ま
せ
る
た
め
、
植
え
付
け
す
る
２
週
間
前
ま
で
に

は
散
布
・
耕
起
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
根
菜
類
へ
の
直
前
施
用
は
病

害
虫
の
多
発
を
招
き
や
す
い
の
で
、
目
安
と
し
て
２
カ
月
以
上
前
に
し

ま
し
ょ
う
。

【
②
家
畜
ふ
ん
の
種
類
に
よ
る
特
徴
】

― 

共
通
点 

―

　

リ
ン
酸
、
カ
リ
の
肥
料
と
し
て
補
え
る
割

合
は
チ
ッ
ソ
に
比
べ
て
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
成

分
量
に
対
し
て
リ
ン
酸
は
約
70
％
、
カ
リ
は
約
80
％
を
作
物
が
成
分
を

吸
収
で
き
ま
す
。
毎
年
多
用
し
て
過
剰
に
な
る
場
合
は
散
布
量
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

家畜ふん堆肥の
使い方について

　

家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
施
用
は
、
土
づ
く
り
資
材
と
し
て
広
く
施
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
料
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
土
の
機
能
を
向

上
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
注
意
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
覚
え
な
が
ら
適
切
な
施
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

●
牛
ふ
ん
堆
肥

　

他
の
家
畜
や
堆
肥
に
比
べ
肥
料
成
分
が
比
較
的

低
く
、
肥
効
が
緩
や
か
で
扱
い
や
す
い
堆
肥
で
す
。

窒
素
は
現
物
成
分
量
で
１
～
２
％
程
度
で
、
吸
収

率
は
10
～
40
％
で
す
。

●
豚
ぷ
ん
堆
肥

　

牛
ふ
ん
堆
肥
に
比
べ
、
肥
料
効
果
が
高
い
こ
と

か
ら
、
過
剰
障
害
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
窒
素
は
現
物
成
分
量
で
２
～
３
％
程
度
で
、

吸
収
率
は
10
～
40
％
で
す
。

●
鶏
ふ
ん
堆
肥

　

肥
効
が
早
く
、
有
機
質
肥
料
に
近
い
た
め
、
多

量
施
用
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
窒
素
は
現
物
成

分
量
で
１
～
４
％
程
度
で
、
吸
収
率
は
20
～
60
％

で
す
。

【
③
施
用
量
目
安
】

　

作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
施
用
適
量
な
ど
が
異
な
り
、
牛
ふ
ん
堆
肥
の

施
用
量
目
安
は
次
の
通
り
で
す
。
豚
ぷ
ん
堆
肥
、
鶏
ふ
ん
堆
肥
は
記
載

量
の
半
量
以
下
が
目
安
で
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
き
ゅ
う
り
、
レ
タ
ス
な
ど
、
長
期
肥

効
が
必
要
な
作
物
は
１
㎡
当
り
３
㎏
で
す
。

※
堆
肥
に
よ
っ
て
比
重
は
異
な
り
ま
す
が
、
１
Ｌ
で
０
・
４
～
０
・
６
㎏
程
度
が
一

般
的
で
す
。
あ
く
ま
で
目
安
で
す
の
で
、
作
物
の
様
子
を
見
て
施
用
量
は
毎
年

自
分
自
身
で
柔
軟
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

注意！
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香港バイヤー来組
海外市場の魅力や課題探る

　香港の貿易バイヤーら３人が10月24日、ＪＡ
へ来組し、園地の視察や、香港市場の輸出入に
関する報告や、当ＪＡ産青果物に対する香港消
費者の傾向や評価について話し合われました。
　当ＪＡ産青果物の輸出実績は、香港へ向けて
令和４年度産リンゴが約２ｔ、令和５年度産ス
イカ約２ｔ、枝豆約１ｔとなっております。今
後はリンゴの輸出が控えておりＪＡでは昨年
の約５倍となる10ｔを計画しており、P

パ ー ク ン

ARKn 
S
シ ョ ッ プ

HOPや、イオン、アピタ、ヤタ等の現地スー
パーマーケットで販売されます。
　GF Resource Ltd 所属のバイヤー A

ア ン ソ ニ ー

nthony 
C
シーシー

.C. K
ク ォ ン

woon さんは「ふるさと産のスイカやリ
ンゴは糖度が高く現地でも人気が高い。枝豆も
味・品質ともに本国産以上。高級品という位置
づけとなっている」と話ました。

▲田中正博りんご部会長（中央左）の園地を視察する
バイヤーら

秋田ふるさとチーム健闘！
　ＪＡバンクあきたは10月13日、潟上市グラ
ウンド・ゴルフ場で、第11回ＪＡバンクあき
たグラウンド・ゴルフ大会を開き、県内各地
区予選を勝ち抜いた参加者ら135人が参加し
ました。
　この大会は、年金友の会相互の親睦と会員
の健康増進および相互交流の促進をはかる目
的で開催されています。
　当ＪＡからは10人が参加。日頃の練習の成
果を発揮し、個人の部では横手地区の藤原正
夫さんが６位、団体戦では秋田ふるさとＡ
チームが５位と健闘しました。

わくわくモーモースクール
小学生らが搾乳体験

　秋田県牛乳普及協会は10月13日、横手市立
醍醐小学校で「わくわくモーモースクール！」
を開き、同小学校の５年生と６年生児童ら47
人がバター作りと搾乳体験をしました。
　酪農家の千葉肇さんが飼育する乳牛「ホル
スタイン」の親牛を前に、はじめは不安な様
子で牛に近寄っていたものの、搾乳体験後は
牛の頭を撫でるなどして触れ合っていました。
　指導にあたった千葉さんは「搾乳を体験し
牛の体温を感じて欲しい。生き物から牛乳が
出来るんだと気づき、酪農に興味をもってく
れたら嬉しい」と話していました。

▲秋田ふるさとチームの皆様 ▲搾乳体験をする児童

ＪＡバンクあきたグラウンド・ゴルフ大会

▲会議の様子
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おおきなサツマイモを収穫
　青年部平鹿支部は10月13日、食育活動の
一環として社会福祉法人育童会醍醐保育園の
園児19人を対象に、６月に同園に隣接する
畑に植えたサツマイモの収穫を行いました。
園児らは、大きく育ったサツマイモを青年部
員と一緒に掘り起こし、抱えきれないほどの
大きさのサツマイモを手伝ってもらいながら
コンテナに入れました。
　園児の一人は「おっきいサツマイモ！はや
く焼き芋にしたい」と収穫を喜んでいました。

青年部
旭小学校児童ら稲刈り

　横手市立旭小学校は10月13日、学校に隣
接する田んぼ７ａで県南旭川水系土地改良区
と青年部横手支部が、６月に植えたもち米「た
つこもち」の刈取り体験を行い５年生ら約
30人が参加しました。
　児童らは、一株ずつ丁寧に刈り取った稲を、
青年部員が待つコンバインへ運び、昔ながら
の「足踏み脱穀機」や「千歯扱き」などを体
験しました。12月には刈り取ったもち米で、
餅つきを行う予定です。

▲コンテナいっぱいに収穫されたサツマイモ ▲稲刈りを行う児童ら

醍醐保育園園児が収穫体験

園児が農業体験
ネギの収穫に挑戦

歩こう会
紅葉や景観楽しむ

　ＪＡは10月24日、健康生き活き100歳プロ
ジェクトの一環で「歩こう会」を開きました。
同会は暮らしの中に運動を取り入れ、生活習
慣病の予防に努めようと実施しています。地
域住民や組合員など20人が参加し赤坂総合公
園野球場をスタート地点に、秋田ふるさと村
周辺約４㎞のコースを歩きました。参加者ら
はアグリサイズ（全中推奨の農作業前の準備
体操）で準備運動を行った後、講師の七尾彰
三さんのウォーキング指導のもと、歩きなが
ら色づきはじめた紅葉や景観を楽しみました。

　十文字地区の「三重保育所」は10月23日、
ねぎ部会長の五十嵐大さんのほ場でネギの収
穫体験を行い、園児ら25人が参加しました。
　園児らはネギの畝間に一列に並び、五十嵐
さんの指導のもと一斉に収穫を開始。ネギを
力いっぱい引き抜いて尻もちをつくなど、自
然と触れ合い収穫を楽しみました。園児の一
人は「なかなか抜けなくて難しかった。でも
楽しかった」と元気いっぱいに応えました。
　収穫されたネギは園児らへプレゼントされ、
今後同園での給食へ提供される予定です。

▲新鮮な空気と景観を楽しむ参加者▲ネギの収穫を楽しむ園児ら
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令和５年度  秋季座談会特集
－みなさんの声に

お答えします－

　座談会の各会場にて出された主な
ご意見・ご要望に関する回答集を作
成いたしました。ぜひともご一読い
ただきますようお願いいたします。

①
営
農
部
門

【
米
穀
関
係
】

Ｑ
１
．
令
和
５
年
産
米
の
概
算
金
が

低
す
ぎ
る
。
概
算
金
を
も
う
少
し
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

民
間
業
者
か
ら
の
話
に
よ
る
と「
令

和
４
年
産
秋
田
県
産
あ
き
た
こ
ま
ち

は
、
不
足
し
て
い
て
１
６
，
０
０
０

円
程
度
の
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
座
談
会
資
料

で
は
苦
戦
と
な
っ
て
い
る
が
全
農
と

業
者
で
ど
う
し
て
販
売
状
況
に
乖か

い

離り

が
あ
る
の
か
。
全
農
が
、
概
算
金
を

上
げ
る
よ
う
組
合
長
か
ら
全
農
へ
発

信
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
多
機
能
倉
庫
を
有
効
活
用

し
て
直
販
を
増
や
し
、
農
家
の
手
取

り
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
米
農
家
は
経
営
が

成
り
立
た
な
く
な
り
、
今
後
、
作
付

け
を
す
る
後
継
者
も
出
て
こ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
園
芸
作
物
の
振
興
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
管
内
を
見
渡
せ
ば

水
稲
の
作
付
面
積
、
販
売
額
が
圧
倒

的
だ
と
思
う
。
今
後
、
農
地
を
守
る

意
味
で
も
米
の
販
売
戦
略
・
作
付
け

振
興
を
行
政
と
連
携
し
て
考
え
て
ほ

し
い
。

Ａ
．
生
産
者
概
算
金
は
、
全
農
か
ら

Ｊ
Ａ
に
支
払
わ
れ
る
概
算
金
か
ら
Ｊ

Ａ
段
階
で
の
経
費
を
控
除
し
た
価
格

を
基
準
と
し
て
各
Ｊ
Ａ
に
て
設
定
し

て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
生
産
者
概
算

金
に
つ
き
ま
し
て
も
考
え
方
は
同
じ

で
す
が
、
Ｊ
Ａ
直
接
販
売
分
の
利
益

も
繰
入
れ
し
た
価
格
設
定
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

米
の
販
売
価
格
は
作
況
や
在
庫
数

量
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
令
和
４
年

産
は
秋
田
県
産
米
の
作
況
が
悪
く
、

出
来
秋
に
比
べ
て
米
の
消
化
が
進
ん

だ
令
和
５
年
度
中
か
ら
不
足
感
に
よ

る
価
格
の
上
昇
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
米
の
在
庫
が
過

剰
と
な
っ
て
い
る
近
年
の
傾
向
か
ら
、

収
穫
前
の
事
前
契
約
販
売
の
重
要
性

が
高
ま
る
な
か
で
、
令
和
４
年
産
米

の
ほ
と
ん
ど
は
出
来
秋
の
段
階
で
価

格
が
決
定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

令
和
５
年
産
米
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
間
流
通
在
庫
が
適
正
水
準
と
な
り
、

販
売
環
境
は
近
年
に
な
い
良
好
な
状

況
下
で
す
の
で
、
全
農
に
対
し
て
追

加
精
算
金
の
早
期
支
払
い
も
含
め
た

有
利
販
売
に
努
め
る
よ
う
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
２
．「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」
に
つ

い
て
、
マ
ス
コ
ミ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

る
風
評
被
害
が
出
る
の
で
は
な
い
か

心
配
し
て
い
る
。「
あ
き
た
こ
ま
ち

Ｒ
」
に
移
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ

で
も
説
明
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。
移

行
後
の
作
業
体
系
や
カ
ド
ミ
検
査
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

Ａ
．「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」
は
秋
田

県
主
導
で
令
和
７
年
産
か
ら
の
導
入

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ

は
県
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
作
付
け

に
関
す
る
対
応
を
進
め
て
い
る
状
況

で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
11
月

下
旬
に
「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」
に
関

し
、
地
区
別
の
説
明
会
を
秋
田
県
と

協
力
し
開
催
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
３
．「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
の
生
産
者

数
と
面
積
、
来
年
の
作
付
け
予
定
を
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教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
作
付
け
者

決
定
ま
で
の
日
程
や
手
続
き
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
令
和
５
年
産
サ
キ
ホ
コ
レ
の
当

Ｊ
Ａ
生
産
者
は
１
５
４
人
、
作
付
面

積
２
０
３
・
９
ha
と
な
り
、
令
和
６

年
産
は
作
付
予
定
者
１
６
７
人
、
作

付
面
積
３
０
９
・
４
ha
で
す
。
令
和

７
年
産
は
令
和
５
年
８
月
に
回
覧
を

配
布
し
各
営
農
セ
ン
タ
ー
に
て
新
規

栽
培
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
規
作
付
要
件
と
し
て
、
令
和
５

年
産
あ
き
た
こ
ま
ち
の
１
等
米
比
率

90
％
以
上
、
タ
ン
パ
ク
値
６
・
５
未

満
等
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
令
和
８
年
産
の
新
規
作
付
者
は

令
和
６
年
８
月
に
募
集
を
い
た
し
ま

す
。

Ｑ
４
．
カ
ン
ト
リ
ー
の
拡
張
計
画
は

な
い
の
か
。
利
用
率
が
１
０
０
％
を

超
え
て
い
る
状
況
な
の
で
、
サ
イ
ロ

増
設
な
ど
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
稼
働
の
前
倒
し
は
で
き
な
い
も

の
か
。

Ａ
．
共
同
乾
燥
調
製
施
設
の
増
強
は

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
各
カ
ン
ト
リ
ー
の
構
造
上
の
問

題
も
あ
り
、
現
在
メ
ー
カ
ー
と
協
議

し
今
後
の
増
強
に
向
け
て
調
整
を
進

め
て
い
る
段
階
で
す
。

Ｑ
５
．
農
家
で
所
有
し
て
い
る
フ
レ

コ
ン
の
計
量
機
に
つ
い
て
、
秋
田
県

計
量
協
会
な
ど
の
検
査
・
点
検
は
必

要
な
い
の
か
。
も
し
、
必
要
な
場
合

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
。

Ａ
．
国
の
制
度
上
、
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
す

る
生
産
者
段
階
で
の
計
量
機
の
検
定

検
査
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
量

機
の
精
度
維
持
に
は
定
期
点
検
は
必

要
と
考
え
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
検
査
等

に
係
る
計
量
機
の
検
定
検
査
を
国
の

検
定
制
度
に
従
い
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
生
産
者
が
保
有
す
る
フ
レ
コ
ン

計
量
機
に
つ
い
て
も
改
め
て
定
期
的

な
検
査
を
勧
奨
し
今
後
点
検
方
法
等

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
園
芸
・
果
樹
関
係
】

Ｑ
６
．
園
芸
品
目
な
ど
新
規
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
補
助
金
等
に
つ

い
て
、
国
・
県
・
市
な
ど
に
強
く
要

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
園
芸
を
取
り
巻
く
環
境
は
生
産

コ
ス
ト
高
騰
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
新
規
就
農
者
が
安
定
し
た
収

入
を
得
て
、
安
心
し
て
農
業
経
営
を

行
う
事
が
で
き
る
よ
う
国
や
自
治
体
、

消
費
者
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
む
体
制
作
り
や
補
助
金
の

新
設
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
営
農
関
係
】

Ｑ
７
．
獣
害
が
多
い
の
で
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

Ａ
．
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
ブ

ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
等
の
果
樹
類
、
水
稲

の
み
な
ら
ず
、
人
身
へ
の
被
害
も
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
、「
り

ん
ご
部
会
青
年
部
」
と
「
り
ん
ご
部

会
」
の
共
催
で
『
獣
害
対
策
研
修
』

を
、
ク
マ
な
ど
の
獣
類
の
習
性
や
遭

遇
し
た
際
の
対
応
、
電
気
柵
設
置
の

ポ
イ
ン
ト
等
の
内
容
で
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
部
会
や
営
農
指
導
員
を
通

じ
て
生
産
者
の
皆
様
へ
適
宜
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
関
係
各
所
と

連
携
し
て
獣
害
被
害
防
止
へ
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
経
済
部
門

【
資
材
関
係
】

Ｑ
８
．
肥
料
・
農
薬
の
ほ
か
、
生
産

資
材
の
今
後
の
価
格
情
勢
と
、
近
年

の
価
格
の
推
移
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
令
和
６
年
用
の
肥
料
に
つ
い
て

は
、
輸
入
原
料
価
格
が
値
下
げ
基
調

と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、
概
ね
15
％

前
後
の
値
下
げ
と
な
る
見
込
み
で
す

が
、
一
部
で
国
内
製
造
コ
ス
ト
上
昇

に
よ
る
値
上
げ
品
目
も
あ
る
見
込
み

で
す
。
農
薬
や
生
産
資
材
に
関
し
て

は
、
国
内
の
製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
か

ら
概
ね
約
５
～
10
％
強
の
値
上
げ
基

調
と
な
る
予
定
で
す
。

　

推
移
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
異
常

な
原
料
不
足
に
よ
る
値
上
げ
は
別
と

し
て
、
肥
料
に
つ
い
て
は
最
近
の
数

年
間
で
、
５
～
10
％
程
の
値
上
げ
基

調
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

農
薬
・
生
産
資
材
関
係
に
つ
い
て
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は
、
こ
れ
ま
で
、
据
え
置
き
か
、
一

部
上
昇
に
と
ど
め
て
き
て
お
り
ま
し

た
が
、
来
年
度
か
ら
は
、
値
上
げ
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
品
目
が
増
え
て
く

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
今
後
も
、
国
内
外
の
情
勢

に
影
響
さ
れ
る
面
は
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
メ
ー
カ
ー
・
全
農
と
の
粘

り
強
い
交
渉
を
継
続
し
、
可
能
な
限

り
の
価
格
引
き
下
げ
と
安
定
供
給
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｑ
９
．
Ｗ
Ｅ
Ｂ
注
文
で
申
込
し
た

後
、
注
文
履
歴
を
い
つ
で
も
見
ら
れ

る
の
か
。
ま
た
、
来
年
注
文
す
る
際

に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
履
歴
も
見
た
い
し
尚
且
つ

履
歴
を
紙
ベ
ー
ス
で
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
営
農
資
材
Ｗ
Ｅ
Ｂ
注
文
者
利
用

者
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
の
、「
令
和

６
年
用
予
約
（
肥
料
・
農
薬
）」
を

令
和
５
年
９
月
よ
り
開
始
し
て
お
り

ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
注
文
さ
れ
た
品
目

に
関
し
て
は
、
注
文
履
歴
を
サ
イ
ト

内
で
確
認
す
る
事
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

紙
ベ
ー
ス
で
の
履
歴
発
行
に
つ
い

て
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
元
で
あ
る
Ｊ

Ａ
全
農
と
機
能
開
発
に
つ
い
て
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
10
．
一
部
肥
料
銘
柄
が
環
境
に
配

慮
さ
れ
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
切
り
替

わ
る
と
の
事
だ
が
、
在
庫
品
と
な
る

切
替
え
前
の
肥
料
価
格
が
据
置
な
の

は
お
か
し
い
。
値
下
げ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
．
当
Ｊ
Ａ
の
肥
料
価
格
設
定
は
、

毎
年
12
月
頃
に
当
年
に
供
給
し
て

残
っ
た
在
庫
と
翌
年
供
給
用
に
仕
入

れ
た
在
庫
の
仕
入
原
価
を
品
目
ご
と

に
均
し
て
原
価
を
計
算
し
、
翌
年
用

の
供
給
単
価
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
切
り
替
え
元
の
品
目
は
、

令
和
５
年
用
と
し
て
高
騰
時
に
仕
入

れ
た
在
庫
で
す
が
、
切
替
え
先
の
新

品
目
と
施
用
方
法
が
同
等
で
す
の

で
、
価
格
も
新
品
目
と
同
等
と
す
る

予
定
（
実
質
値
下
げ
対
応
）
で
す
。

③
担
い
手
支
援
部
門

Ｑ
11
．
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
借
り
る
人
が
い
な
い
状
況
で
も

農
地
を
借
り
受
け
る
べ
き
で
な
い
か
。

「
借
り
る
人
が
い
れ
ば
引
受
け
る
」

と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
で
は
な
い

か
。

Ａ
．
既
に
委
託
先
が
決
ま
っ
て
い
る

契
約
以
外
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で

位
置
づ
け
さ
れ
た
中
心
経
営
体
、
農

地
中
間
管
理
機
構
に
登
録
さ
れ
て
い

る
担
い
手
、
近
隣
耕
作
者
を
中
心
に

受
け
手
を
探
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
、

圃
場
条
件
に
よ
っ
て
は
、
受
け
手
の

確
保
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
、
借
受

け
条
件
を
含
め
他
地
区
か
ら
の
入
り

作
な
ど
の
対
応
も
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
法

人
、
担
い
手
個
人
へ
の
斡
旋
、
集
積

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
12
．
農
地
に
関
し
て
、
地
区
に
よ

り
借
り
る
代
金
（
10
ａ
当
た
り
）
が

異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
個
人

間
の
農
地
の
貸
し
借
り
は
可
能
か
。

Ａ
．
賃
借
料
は
圃
場
条
件
、
土
地
改

良
区
費
負
担
区
分
や
生
産
費
用
等
を

勘
案
し
な
が
ら
当
事
者
間
で
話
し
合

い
を
行
な
い
、
合
意
し
て
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
間
の
賃
貸

借
は
可
能
で
す
が
農
業
委
員
会
の
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

市
各
地
域
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
金
融
共
済
部
門

【
手
数
料
関
係
】

Ｑ
13
．
同
一
Ｊ
Ａ
内
の
振
込
や
振
替

は
、
同
一
Ｊ
Ａ
で
資
金
が
動
く
だ
け

な
の
に
な
ぜ
手
数
料
（
１
１
０
円
：

令
和
５
年
９
月
現
在
）
が
か
か
る
の

か
。
令
和
５
年
10
月
１
日
の
手
数
料

改
定
に
よ
る
４
４
０
円
へ
の
値
上
が

り
も
高
い
と
思
う
の
で
安
く
し
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
シ
ス
テ
ム
変
更

に
よ
り
、
同
一
Ｊ
Ａ
内
・
他
の
金
融

機
関
を
問
わ
ず
、
送
金
は
全
て
為
替

振
込
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。
現
行
為

替
手
数
料
は
８
８
０
円
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
同
一
Ｊ
Ａ
内
は
半
額
の
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４
４
０
円
の
設
定
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｑ
14
．
振
替
手
数
料
の
改
正
に
つ
い

て
、
団
体
対
応
を
配
慮
願
い
た
い
。

Ａ
．
農
業
団
体
・
一
般
法
人
・
任
意

団
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
一
Ｊ
Ａ

内
口
座
で
あ
れ
ば
事
務
委
託
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
価
な
手

数
料
で
ご
対
応
い
た
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
窓
口
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

⑤
管
理
部
門

【
座
談
会
関
係
】

Ｑ
15
．
座
談
会
の
開
催
方
法
に
つ
い

て
、
秋
は
集
約
で
春
は
支
部
で
の
開

催
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
．
座
談
会
の
開
催
方
法
は
、
集

約
・
会
場
数
等
に
つ
い
て
、
地
区
の

実
情
に
合
わ
せ
、
地
区
役
員
・
支
店

長
・
セ
ン
タ
ー
長
等
で
協
議
、
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
集
約
す
る
こ
と
に

よ
り
役
員
が
会
場
に
出
席
す
る
こ
と

が
で
き
る
一
方
で
、
出
席
者
が
減
少

し
多
く
の
方
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
座
談
会

の
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
内

で
も
協
議
を
進
め
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
新
社
屋
関
係
】

Ｑ
16
．
新
社
屋
に
関
す
る
件
に
つ
い

て
、
登
記
・
定
款
変
更
や
そ
れ
に
か

か
る
費
用
処
理
は
適
切
だ
っ
た
の

か
。
県
庁
等
の
各
関
係
機
関
へ
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
本
店
工
事
や
り
直
し
の
費

用
負
担
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
ら
出
る

の
か
。
損
害
賠
償
を
各
業
者
へ
請
求

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
委
員
会
等
を

設
立
し
、
適
切
に
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ
．
新
社
屋
へ
の
移
転
の
登
記
関
係

等
に
つ
い
て
は
、
施
工
ミ
ス
が
発
覚

し
た
の
が
移
転
日
前
（
移
転
予
定
日

が
令
和
５
年
７
月
10
日
）
の
令
和
５

年
７
月
７
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

登
記
手
続
き
や
各
種
住
所
変
更
等
の

手
続
き
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
施
工
ミ
ス
に
関
し
て
の
是

正
工
事
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
が
負
担
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
新
社
屋
の
移
転
に
つ
い
て
は

報
道
の
と
お
り
柱
に
欠
陥
が
あ
り
、

当
初
設
計
ど
お
り
是
正
す
る
と
い
う

方
向
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

是
正
工
事
の
施
工
期
間
は
11
ヶ
月
ほ

ど
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
社

屋
の
移
転
は
令
和
６
年
秋
以
降
に
な

る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
報
道
が
先
行
す
る
事
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に

は
広
報
誌
な
ど
の
書
面
や
様
々
な
会

議
体
を
通
じ
て
お
伝
え
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
そ
の
他
】

Ｑ
17
．
役
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

管
理
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
役
員
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

理
解
を
深
め
、
自
ら
率
先
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

考
え
ま
す
。
役
員
全
員
を
対
象
と
し

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
本

年
８
月
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
再
発
防
止
に
向
け
、
綱
紀
の
粛

正
・
内
部
管
理
体
制
の
よ
り
一
層
の

強
化
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
福
祉
部
門

Ｑ
18
．
福
祉
事
業
は
組
合
員
し
か
利

用
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
．
福
祉
事
業
は
組
合
員
以
外
の
方

も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
介
護
支

援
が
必
要
な
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

開 催 期 間：令和５年
　　　　　　９月12日（火）～15日（金）
開催場所数：162会場
出 席 者 数：1,511名
※会場で回答済みのご意見・要望について掲載して
ないものもございます。ご了承ください。

≪座談会データ≫
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令和５年産米共同計算の
経費項目別目標水準の開示について

　令和５年産米穀共同計算の経費項目別目標水準について、全農秋田県本部米麦共同計算関係要領、
ＪＡ秋田ふるさと米穀共同計算基本要項に基づき、生産者の皆様へ開示いたします。

【１】令和５年産米ＪＡ秋田ふるさと共同計算の経費項目別目標水準明細

うるち米（酒造好適米を除く） （単位：円／60㎏・紙袋込・税込）
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 1,460
概算金金利 52 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 595 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 613 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 8 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 142 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 50 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 11 責任の所在が特定できない品質事故の費用

③全農手数料 131（（全農手数料×全農委託数量）＋（全農手数料×委託非共計数量））
÷出荷契約全数量

④収穫前他契約機能別手数料 76 播種前・収穫前契約に係る機能別手数料
⑤販売に係る経費 172

広告宣伝費 172 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑥監査委員会費用 1 外部監査法人による共同計算調査費用
⑦その他 74
※ 米穀周年供給・需要供給拡大支援事業他 74 周年安定供給に向けた長期計画的な販売等への取組みに対する事業
⑧ＪＡ経費 898

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
保管料/入出庫料/低温加算（直売分・委託非共計） 276 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米・委託非共計米分）
加算金財源 4 特別栽培米加算金財源等
収入減少影響緩和対策費 12 収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）発動時
ＪＡ安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏
集約保管等経費 2 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 36 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費

合計（①～⑧） 2,823

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
注）標記数値の概算金金利以外、消費税10％相当を含みます。
注）上記は、全農委託米・直接販売米の平均経費単価となります。
※「秋田県米需給対策協議会」への拠出金100円が発生しますが、後日、事業費として共同計算収入項目に計上されます。
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経費項目 経費単価 備考（設定内容）
①流通保管等に係る経費 462

概算金金利 40 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 142 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 266 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 3 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 11 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 1 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 35 全農手数料
④販売に係る経費 0

広告宣伝費 0 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑤監査委員会費用 0 みのり監査法人による共同計算調査費用
⑥その他 21

米穀周年供給・需要供給拡大支援事業 21 周年安定供給に向けた長期計画的な販売等への取組みに対する事業
⑦ＪＡ経費 976

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算（直売分・委託非共計） 278 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米）
ＪＡ安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏
集約保管等経費 0 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 130 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費

合計（①～⑦） 1,496

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
注）標記数値の概算金金利以外、消費税10％相当を含みます。
注）上記は、全農委託米・直接販売米の平均経費単価となります。

もち米
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 257
概算金金利 25 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 0 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 232 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 0 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 0 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 0 全量ＪＡ直売のため０円
④販売に係る経費 0

広告宣伝費 0 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑤監査委員会費用 0 外部監査法人による共同計算調査費用
⑥ＪＡ経費 1,410

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算 677 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米分）
ＪＡ安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏
集約保管等経費 0 ＪＡ農業倉庫保管事情による集約経費
米直接販売事務費 165 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費

合計（①～⑥） 1,667

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
注）標記数値の概算金金利以外、消費税10％相当を含みます。
注）上記は、直接販売米の平均経費単価となります。

酒造好適米
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加工用米
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 1,668
概算金金利 66 概算金借入に係る金利
安全安心等検査費用 10 ＤＮＡ検査、残量農薬検査、食用府的米
保管料・入出庫料等 588 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 549 販売のための全国輸送運賃
集約保管等経費 387 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 68 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 1 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 61（全農手数料×全農委託数量）÷出荷契約全数量
④監査委員会費用 1 外部監査法人による共同計算調査費用
⑤ＪＡ経費 776

ＪＡ販売手数料 546 ＪＡ販売手数料　税込 545.6円／60㎏（税抜 496円／60㎏）
ＪＡ販売直販経費 29 ＪＡ直販経費　販売金額の1.6％相当
保管料・入出庫料・低温加算（直売分） 168 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米分）
収入減少影響緩和対策費 12 収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）発動時
安全・安心システム経費 22 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込 22円／60㎏

合計　（①～⑤） 2,508

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
注）標記数値の概算金金利以外、消費税10％相当を含みます。
注）上記は、全農委託米・直接販売米の平均経費単価となります。

【本件に関するお問い合わせ】　米穀課　23-6556

【２】米穀共同計算の適正管理
　米の共同計算につきましては、透明性を高め、より信頼される運営・管理に努めてまいります。

（新市場開拓用米を含む）
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金融共済部からのお知らせ
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「午後のりんご春巻き」

部会員数・・・820人
栽培面積・・・464ha

　管内の果樹圃場は豪雪被害から徐々に、復興しつつあ
ります。リンゴにおいては昨年、ＪＡ秋田ふるさとの果
樹ブランド「銀世界」を先んじて立ち上げ、市場や消費
者から大きな反響がありました。今シーズンもおいしい
ＪＡ秋田ふるさと産リンゴが消費者に届けられています。

ＪＡ秋田ふるさとりんご部会

①材料を切る・下準備
　リンゴは皮をむい
て16等分のくし形に
切る。器に小麦粉と
水を混ぜ春巻きの皮
用の「のり」を作っ
ておく。

②バターソテー
　フライパンにリン
ゴ、バター、砂糖を
入れ、始めは中火で、
砂糖とバターが解け
たら、弱火で、リン
ゴの縁が半透明にな
るまで炒める（15分
程度）。お好みでシナ
モンパウダーを振り
入れる。

③具を皮で巻く
　春巻きの皮１枚に
②のリンゴを２切れ、
チーズ10ｇを乗せ、
皮の縁に「のり」を
付けて包む。
④揚げ焼き・完成
　フライパンを中火
で熱しサラダ油を引
き、③を転がしなが
ら両面揚げ焼きにす
る。皮にきつね色の
焼き目がついたら完
成。

●作り方

　リンゴの品種はなんでもＯＫ。パリッとした皮、バター香る甘酸っぱいリンゴ、
チーズの塩味がアクセントに口の中が踊りだします。午後のティータイムにピッタリ
なおやつです。

リンゴ	 大きめ１個（400g）
バター	 10ｇ
砂糖	 大さじ２
ピザ用チーズ	 80ｇ
春巻きの皮（市販）	 ８枚
シナモンパウダー（お好み）	 少々
サラダ油	 大さじ３
【春巻きの皮用のり】
小麦粉	 大さじ２
水	 大さじ３

●材料（８個分）
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介護員日記 Vol.13

10月26日（木）晴れ

　今日は「ショートステイほほえみ醍醐」の周年
祭！この10月で16周年です。日頃ご利用いただい
ている皆さんへの感謝の気持ちをこめて、どこか
見覚えのある「ほほえみーず」（Ｔ次長とＳ係長）
が記念コンサートを開催しました♪
　「上を向いて歩こう」「幸せなら手をたたこう」
などギター演奏で全７曲を熱唱。みんな歌詞カー
ドを手に大合唱で、会場は熱気ムンムン。「皆さー
ん、幸せですかー！大切な人を愛してますかー？」
の問いかけに、躊躇なく「はーい♥」と元気に手
を挙げる方もいて大盛り上がり（あ、憧れるぅ）。
こんな風にいつも利用者さんにもスタッフにも支
えられて歩んできた16年。これからも安心してお
過ごしいただけるよう福祉課一同協力しながら頑
張っていこう！と実感した一日でした。

お問い合わせはＪＡ秋田ふるさと福祉課まで　☎56-0292

　ここ数年、規模を縮小
しておりましたが今年は
ほぼ通常開催いたしま
す。
　歩行器やベッド、ポー
タブルトイレ、置き型手
すり、食器類やパジャマ
等、最新の福祉機器や介
護用品を体感していただ
ければ幸いです。
　ご興味のある方はぜひ
お越しください。

　ＪＡケアプランセンターのケアマネ
ジャーは “気づきが悩みになる前の” ご
相談にも無料でお応えしております。
　「介護申請を検討するタイミングは、
それぞれ違います。介護はまだ早いので
は？とお考えの方も、まずはお電話をく
ださいね。」

ご
自
身
や
ご
家
族
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
の
こ
と
な
ら
私
達
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

「福祉用具展示会」開催のお知らせ

ＪＡケアプランセンター　☎56-0297

ＪＡ福祉レンタルサービス　☎56-0290
ご相談はこちらへ（ギリギリの告知ですみません）

最近よくつまずく

調理が
出来なくなった

お風呂に
入りたがらない

退院後の
生活が不安

通帳を
嫁が盗んだ？

私私
た
ち
に

た
ち
に

ごご
相
談
相
談
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

▲�合唱後のおやつは厨房
特製「ゆかりまんじゅう」。
ふっくら優しい生地と甘
じょっぱさで皆さん完食！

▲�ほほえみシスターズの二人（Ａ主任とＳ相談員）が登場すると、
アイドル並みの盛り上がり。

最後はいつも自分達
が楽しくなっちゃう
んですよね～★

◀�

ス
タ
ッ
フ
手
製
の
予
告
チ

ラ
シ
！
「
似
て
る
し
ゃ
～
」

と
好
評
!?

祝祝・16・16周年周年
ありがとうございます！ありがとうございます！ ほほえみーずほほえみーず登場登場！！

ア
ン
コ
ー
ル
！

ア
ン
コ
ー
ル
！

　
ア
ン
コ
ー
ル
！

　
ア
ン
コ
ー
ル
！

パ
ン
！

パ
ン
！

　
パ
ン
！

　
パ
ン
！

幸幸せならせなら手手をたたこっをたたこっ♪♪

んめなぁんめなぁ
♪♪

おめおめ誰誰だぁ～だぁ～

あや～めんけごどぉあや～めんけごどぉ♥♥
『本日の一句』
　遠い日のあわい思い出よみがえる
　メロディとともに君がほほ笑む

●場所／ＪＡ秋田ふるさと
　　　　平鹿支店２階

●日時／令和５年11月14日（火）
　　　　午前10時～午後３時
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おたよりはハガキの
ほかホームページ・
メールでもお送りい
ただけます。掲載者
には素敵なプレゼン
トを差し上げます。
・ホームページ専用フォーム
【https://www.akita-furusato.or.jp/hiroba/】
・メール
【wg-koho@akita-furusato.or.jp】
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今月のテーマ：『毛』

応募作品数…34作品
■「ひこばえ」とは樹木の切り株や根元から

生えてくる若芽を指し、稲刈り後の田ん
ぼに再び生えた稲も同様に呼ぶようです
ね。今年の稲刈り後の田んぼを見ると二
毛作も可能ではと考えてしまいますね。

●川柳がいい。ちょっとひねり
が効いていれば、クスッと笑え
る。それにしても「笑」の字は
なんで竹カンムリなのかな？
	／雄物川　P.N キタジマ コサブロウさん（73）

　「笑」の漢字の成り立ちを調
べてみました。複数の説がある
ようですが「笑」の竹＝手が
有力で巫女が両手を振りながら
踊っている姿を示しているとの
ことです。

●10月号の推しれしぴは料理
下手な私でも出来そうな感じで
す。作ってみたいと思います。
	 ／北海道　黒川　崇さん（50）

　お手軽に出来る一品ですよ
ね。是非挑戦してみてくださ
い。調味料を変えて、工夫して
もおもしろいかもしれません。

●10月号の表紙の高校生につ
いて、高校時代の若い時に稲刈
りや他の農作業を学び、大変さ
や大事さを得ているんですね。
素晴らしいです。
	／雄物川　P.N ビオバナナさん（58）

　高校時代の経験を生かし、未
来に向けて頑張ってほしいです。
将来の選択肢の中に農業関係の
道があればと思ってます。

●今年初めて “サキホコレ” を
食べました。７才のムスコが

「ん？今日のご飯何かおいしい
ね！」と言ってきてビックリ！
私より違いが分かってる！と思
いました。
	／平鹿　P.N アッキーままさん（40）

　違いがわかるお子さんかもし
れませんね。いろんなおいしい
ご飯を食べさせていろんな味を
覚えさせてあげてください！

●今年の暑さが過ぎ去ってほっ
としています。やっと夜も眠れ
ますし、秋の食材も沢山あって
元気を取り戻したいと思います。
	 ／十文字　P.N 秋桜さん（70）

　朝晩の気温が一気に下がり、
暖かい布団からなかなか出られ
なくなってきました。つい先日
まで真夏日だったことを忘れて
しまいます。寒くなるにつれ美
味しい秋野菜が待ち遠しくなり
ますね♪

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【12月号のテーマ】　「鳥」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその答
えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑦をご記入の上、ご応募ください【応募先およ
び締切】クロスワードパズルと同様となります。
＜ご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４金曜日
午後０時15分ころ（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地区は
除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は、必ず記載してください。
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（ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　食農販促課　行）

①クロスワードパズルの答え

②住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　
⑥該当する組合員区分　※○をつけてください

　正組合員・正組合員家族・准組合員・員外

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

タテのカギ

■10月号の答え／カラスウリ
■10月号の当選者／
P.N ポッポさん
P.N タマさん
P.N ヨッシさん
■応募総数／85通
■正解者数／85通

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

2	 日光の紅葉の名所。48個
のカーブがあります

5	 ――大敵、運転中は気を
引き締めて

7	 白――に身を包んだ花嫁
さん

8	 ジョギングや水泳、筋ト
レなどはこの一種

10	 ハウスを使わず作物を育
てる――栽培

12	 考えるときにひねるもの
14	 応用に移る前にしっかり

と
16	 １カ月の後ろ３分の１
18	 ペンのはキャップと呼ぶ

こともあります
20	 東京都中央区の地名。豊

洲へ移転した東京都中央
卸売市場があった場所

21	 ２人でおそろいの服を着
ます

ヨコのカギ

1	 甘柿の王様と呼ばれるこ
ともあります

2	 屋内のこと。――派
3	 ボンレス――、――サン

ド
4	 漢字では石榴、柘榴など

と書く果物
6	 たき火に手をかざして取

ります
9	 飲んで食べて話して楽し

みます
11	 山野で生まれ育ったヤマ

ノイモ
13	 奇術師が披露するもの
15	 ベンチよりふかふかして

います
17	 富士山の山頂を白くしま

す
19	 漬物やワインを詰めます

忘れたら大変！

今治和布小紋
フェイスタオル２Ｐ
３名様にプレゼント

可
愛
ら
し
い
小
紋
柄
の

ア
ク
セ
ン
ト
で
す
！

【応募方法】　川柳もこちら！
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。

【締　切】11月22日（水）当日消印有効

【応募先】
〒013-0205　横手市雄物川町今宿字前田面20
ＪＡ秋田ふるさと　広報担当
またはＪＡ秋田ふるさとホームページ
http://www.akita-furusato.or.jp/からでもОＫ。

（「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）



厚生労働大臣届出受理番号
05-特-000016担い手支援室内 無料職業相談所

〒013-0036 秋田県横手市駅前町６番22号　TEL 0182-35-2659　FAX 0182-35-2699

ＪＡ秋田ふるさと無料職業紹介所稼働状況について 令和５年10月31日現在

作目
区分

有効
求人
人数
（※）

紹介実績 未マッ
チング

有効求人情報
特記事項

1日農業バイトアプリ
活用状況

ＪＡ管内（Ｒ５.４.１～10.31）人数 うちマッ
チング 地域名

水　稲 16 37 14 2 ◆菌茸は春までの期間募集
◆養豚や養蜂は長期雇用可
◆�特産品いぶりガッコ製造作
業の求人あり

　求人情報は、JAホームぺー
ジ上で毎週更新しているほか、
横手市各地域局にも掲示して
いただいております。冬季に
向かい求人数は減少しており
ますが、詳細については下記
までお気軽にお問い合わせく
ださい。

アプリ登録農家 10
果　樹 74 120 65 9 りんご うち求人募集 6
野　菜 44 102 44 0 仕事登録数 175
花　卉 7 11 7 0 募集人員 413
菌　茸 15 41 13 2 椎茸 応募人員 185
その他 22 40 16 6 養蜂・いぶりがっこ・養豚 マッチング成立 142
計 178 351 159 19 マッチング成立率 34.4%

※有効求人数には、マッチングに至らず求人期間が経過したものや個別に労働力を確保して取下げられた数は含まれておりません。

「受動喫煙防止」に向けた取組について
　労働者の募集や求人申込を行う事業主の皆さんには「就業場所における受動喫煙を防止する
ための措置に関する事項」の明示義務が課されております。

当ＪＡ無料職業紹介所の求人情報には、受動喫煙防止対策の状況を明示しております。

農業に関するお仕事の場合も例外ではありませんので、ご留意ください。
【受動喫煙を防止する労働条件明示の例】
　●就業場所が屋外の場合 ➡ 屋外喫煙可または喫煙場所を指定など
　●就業場所が屋内の場合 ➡ 屋内は原則禁煙、喫煙は屋外の指定場所で可など

ＪＡ講座 ～食と農とくらしの興～受講生募集!!

お問合せ
お申込み

営農経済部 食農販促課 JA講座事務局

電話受付時間：平日9時～17時　TEL：0182-23-6540　FAX：0182-23-6501　e-mail：ei-syokuhan@akita-furusato. or.jp

昨年までＪＡ秋田ふるさとで開催した「ＪＡ女性塾」が、今年度は「ＪＡ講座」となります。20～50歳代の方男女問わず受講可能です。

第３回

����
（土）

「花スペシャル」
・管内生産の花を知ろう
・生け花風アレンジに挑戦

場所：JA秋田ふるさと
　　　本店分室
講師：小倉 郁子 氏

住所：横手市雄物川町今宿字前田面20

講座回数：全４回　ご希望の講座のみの受講も可能です。※第１回・第２回の講座は終了及び定員となりました。
日　　程：月１回・指定の土曜日　各回とも��：��～��：��
会　　場：各回指定場所
対 象 者：ＪＡ秋田ふるさと管内（横手市内・美郷町金沢）在住の��～��歳代の方（性別不問）
募集定員：各回��名（定員になり次第締め切り致します）
受 講 料：全回無料（但し第３回は�,���円、第４回は�,���円程度の資材費をご負担いただきます）
そ の 他：全４回すべてに参加いただいた受講生には記念品を贈呈いたします。
※この講座は地域の若年世代の方々に農や食、ＪＡについて知っていただく機会としてＪＡ秋田ふるさとが
　企画・実施しております。

自分を磨きたい方、食や農業に興味のある方、最近退屈している方へ

最新の出荷施設の見学や、
地元の旬な花々を使った
生け花風アレンジが楽し
めます。

第４回

����
（土）

「麹（こうじ）」
・発酵食品の
　力を学ぼう

場所：よこてシャイニーパレス
講師：（有）新山食品加工場
　　　　　　　　新山 容子 氏

横手の発酵文化にふれ、
地元の麹屋さんの「甘酒」
が楽しめます。

スマホ
お申し込み
フォーム

2222JA通信JA通信 2023.2023.1111



理事会だより
【第７回定例理事会】
令和５年10月26日（木）
報告事項（抜粋）
■令和５年産大豆の概算金単価設

定について
■令和４年産ＪＡ直売米取引先別

販売状況について
■令和５年産米の集荷及び検査状

況について
■令和５年度上半期決算（９月末）

並びに見込決算（３月末）につ
いて

■令和５年度上半期余裕金運用実
績並びに第３四半期余裕金運用
について

■福祉介護保険事業利用者実績
（令和５年９月末）について

議案（抜粋）
■令和２年産うるち米の最終精算

について
■令和４年産米の追加精算につい

て
■令和５年産米共同計算の経費項

目別目標水準の開示について
■農産物検査業務規程の一部改正

について

横手警察署からのお知らせ

　横手警察署からのお願いです。
　警察では、テロの未然防止対策を推進中です。
　海外では市販されている肥料や化学薬品から爆発物を製造
し使用するテロ事件が発生しており、国内でも爆発物製造事
案が発生しています。
　横手警察署では、テロ対策の一環として、肥料や農薬が爆
発物の原料として悪用されないよう保管管理の徹底を呼びか
けています。
　農閑期を迎えるに当たり、使い残した肥料や農薬がないか、
確認していただき、肥料等が残っている場合には、

農閑期における肥料等の保管管理の徹底について

●お問合わせ／横手警察署　電話番号 0182-32-2250

◆田畑への野積みはしない
◆鍵のかかる倉庫などに保管する
◆盗難被害発生時は警察に通報する

ことについてご協力をお願いします。

地元の誇り、未来への可能性！ＪＡ秋田ふるさとでのキャリアを描こう。

　令和７年度採用予定の大学３年生を対象にインターンシッ
プを開催いたします。横手市の農業やＪＡの業務を体験でき
る特別なプログラムとなっております。

　下記の職員が退職いたしました。
長い間お世話になりました。 

【10月31日付】（　）は旧任部署
千田　オリエ　（果樹課）
佐藤　佳寿子　（平鹿支店）
後藤　美幸　　（雄物川支店）

退職者のお知らせ

ＪＡ秋田ふるさとインターンシップ開催！

■対　　象：�４年制大学または大学院に在籍の学生で令和７
年３月に卒業予定の学生

■実習場所：ＪＡ秋田ふるさと各事業所ほか

【お問合せ・お申込み】
秋田ふるさと農業協同組合　総務人事部人事課
TEL：0182-35-2638　e-mail：wg-jinji@akita-furusato.or.jp

〇各コースとも定員がございます。（先着順）
〇参加にあたり、交通費・宿泊費の助成金制度があります。
〇参加希望の方、詳細を知りたい方はお問合せください。

日 程

Ａコース　12/14㊍~16㊏
「先輩職員との交流・りんご選果作業・広報活動体験」

Ｂコース　12/18㊊～19㊋
「農家と話そう！・職員面談体験・検査員業務・融資課業務体験」
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ふ
る
さ
と
の
民
話

発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／食農販促課　〒013-0205 横手市雄物川町今宿字前田面20
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-23-6540
FAX ／ 0182-23-6501
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数

（正組合員）

（准組合員）

貯金

貸付金

購買品取扱高

販売品取扱高

共済保有高（保障）

　

一
説
に
よ
る
と
10
月
を
過
ぎ
秋

が
深
く
な
る
と
肌
寒
く
な
り
、
体

温
を
上
げ
よ
う
と
基
礎
代
謝
が
あ

が
り
、
そ
の
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
の
た
め
に
食
欲
が
増
す
よ
う
で

す
。

　
「
体
が
食
べ
物
を
欲
し
て
い
る

か
ら
食
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
大
義
名
分
を
も
っ
て
「
食
欲
の

秋
」
を
満
喫
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
）

　

昼
夜
の
温
度
差
が
激
し
い
で
す

ね
。
夜
が
寒
く
て
暖
か
い
鍋
物
を

ほ
ぼ
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。
家
に

一
人
前
の
土
鍋
が
あ
っ
て
そ
れ
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
分
量
で

作
っ
た
も
の
を
食
べ
て
も
器
が
違

う
と
使
わ
れ
た
年
月
の
違
い
か
ら

か
少
し
味
が
違
う
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
も
一
つ
の
お
家
の
味
に
な
る

の
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
い
）

　

昔
む
が
し
、
山
奥
さ
、
炭
焼
ぎ
し
て

生く

ら活
し
て
る
親お

ど父
ど
息
子
が
え
だ
け

ど
。
親
父
は
年
頃
に
な
っ
た
息
子
さ
何な

ん
じ
が
し
て
妻か

が

を
み
つ
け
で
け
ね
ゃ
ば

ど
思
っ
て
だ
っ
た
ど
。

　

あ
る
晩
、
親
父
は
白
装
束
さ
錫

し
ゃ
ぐ
じ
ょ
う杖

持た

ぎ
ゃ
で
町
の
資お

や
が
だ
せ

産
家
の
家
さ
忍
び
込
ん

で
、
主お

や
が
だ人

の
枕
元
さ
立
っ
た
ど
。
そ
う

し
て
「
わ
し
は
山
の
神
で
あ
る
。
山
奥

に
炭
焼
き
の
親
子
が
い
る
が
、
三
年
の

内
に
そ
の
息
子
を
娘
の
婿
に
し
な
け
れ

ば
、
こ
の
家
は
倒か

ま
き
ゃ産

す
」
っ
て
言
っ
て
、

錫
杖
を
ガ
リ
ガ
リ
ど
揺
す
っ
て
戻
っ
た

ど
。

　

主
人
は
不
思
議
し
て
調
べ
さ
せ
だ
ば
、

炭
焼
ぎ
の
親
子
居え

だ
っ
た
ど
。
年
頃
も

合
う
な
で
神
の
お
告
げ
に
従
が
っ
て
、

そ
の
息
子
ど
ご
婿
さ
迎む

ぎ
ゃ
だ
ど
。
し

た
ど
も
、
娘
は
た
が
が
炭
焼
ぎ
の
息
子

だ
べ
っ
て
卑や

し
め
で
、
傍
さ
寄
せ
付
け

ね
ゃ
が
っ
た
ど
。
婿
は
何な

ん
じ
し
た
ら

え
が
べ
ど
思
案
し
て
ら
ば
、
あ
る
晩
、

家
さ
泥
棒
が
入ひ

ゃ

っ
た
け
ど
。
素
早
ぐ
泥

棒
ど
ご
見
付
け
だ
婿
が
「
泥
棒
」
っ
て

大
声
で
叫さ

が

ん
だ
ど
。
動ど

で
ん転

し
た
泥
棒
が

性ど
し
め
が急

し
て
逃ね

げ
る
ど
し
た
ど
ご
を
力
ず

ぐ
で
捕
ら
え
だ
け
ど
。
婿
は
「
こ
れ
で

見
直
し
て
け
る
べ
」
っ
て
思
っ
た
ど
も
、

娘
は
一
向
に
振
り
向
い
で
け
ね
ゃ
け
ど
。

　

そ
の
頃
、
山
が
ら
オ
オ
カ
ミ
が
下
り

で
き
て
暴
れ
る
な
で
、
町
の
人し

た
ぢ々

は
大た

い

変し
た

困
っ
て
だ
っ
た
ど
。
婿
は
、
泥
棒
ど

ご
退
治
し
た
噂
を
聞
ぎ
付
け
だ
お
上
が

ら
オ
オ
カ
ミ
退
治
を
言
い
付
か
っ
た
け

ど
。
槍
や
刀
を
授
げ
ら
れ
、
妻
が
ら
渡

さ
れ
だ
た
握に

ぎ
り
ま
ま

り
飯
を
腰
さ
巻
ぎ
付
け
で

山
さ
入ひ

ゃ

っ
て
行
っ
た
け
ど
。
し
ば
ら
ぐ

山
の
中
を
歩
ぎ
回
っ
て
ら
ば
「
ウ
オ
ー
、

ウ
オ
ー
」
っ
て
い
う
オ
オ
カ
ミ
の
叫
び

声
が
聞
げ
で
き
た
け
ど
。
婿
は
、
す
ぐ

さ
ま
傍
の
木
さ
よ
じ
登
っ
て
逃ね

げ
だ
け

ど
。
婿
ど
ご
見
つ
け
だ
オ
オ
カ
ミ
が
、

木
の
下
が
ら
見
上
げ
で
吠
え
続
げ
で
る

け
ど
。
何
ん
ぼ
経
っ
た
て
え
ね
ゃ
ぐ
な

ら
ね
ゃ
け
ど
。

　

そ
の
内
、
腹
減
っ
て
き
た
な
で
握
り

飯
を
取
り
出
す
ど
し
た
ど
も
、
手
が
震ふ

る

え
で
落
ど
し
て
し
ま
っ
た
け
ど
。
オ
オ

カ
ミ
は
落
ぢ
で
き
た
握
り
飯
を
食
っ
て
、

そ
の
ま
ま
蹲

う
ず
く
まっ

た
け
ど
。
オ
オ
カ
ミ
は

日
が
暮
れ
だ
た
て
立
ぢ
去
ら
ね
ゃ
な
で
、

婿
は
木
の
上
で
夜
を
明
が
し
た
け
ど
。

朝あ
さ
まに

な
っ
た
た
て
蹲
っ
た
ま
ま
だ
な
で

不
思
議
し
て
降
り
で
確
か
め
だ
ば
、
オ

オ
カ
ミ
は
死
ん
で
だ
け
ど
。
婿
は
死
ん

だ
オ
オ
カ
ミ
さ
槍
を
突
ぎ
刺
し
て
、
大

威
張
り
で
家
さ
戻
っ
た
け
ど
。

　

妻
は
、
婿
ど
一し

と
じ緒

に
暮
ら
す
な
が
嫌や

ん
か
し
て
、
握
り
飯
さ
毒
混
ぜ
で
殺
そ

う
ど
し
た
ん
だ
ど
。
し
た
ど
も
、
婿
が

オ
オ
カ
ミ
退
治
し
て
戻
っ
て
き
て
し

ま
っ
た
な
で
、
諦
め
で
婿
ど
暮
ら
す
ご

ど
に
し
た
け
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。

17,621人

11,805人

5,816人

1,202億1,323万円

396億1,713万円

32億8,746万円

71億9,735万円

3,244億6,081万円

（2023年９月末現在）

●
再
話
／
中
川
文
子　

●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

婿
の
オ
オ
カ
ミ
退
治
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